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P3-6 高気圧酸素療法が有効だった一過性大

腿骨頭萎縮症の 2例
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［はじめに］一過性大腿骨頭萎縮症（TOH）は一過牲に

生じる大腿骨頭の変化で，臨床像では癖痛と可動域

制限，組織学的には骨頭骨髄内の浮腫・壊死で特徴

付けられ，本病態は一過性の微小循環不全による骨髄

内圧の上昇と考えられている。保存的治療により自然

軽快するが，通常自覚症状の消失に 6ヶ月程度， MRI

の改善に 6ヶ月から 1年程度を要する。一方高気圧

酸素療法（HBO）は，微小循環不全による浮腫・腫脹や

低酸素環境を改善する効果がある。 TOHに対する

HBOの報告は過去 1例のみであるが，今回HBOを施

行し著明な改善を認めたTOHの2例を報告する。

［症例 1] 35歳男性。 2006年上旬，徐々に右股関節痛

にて発症し，他院でのMRIにてTOHと診断された。

前医からの紹介にて 8月下旬当院初診し 2006年10

月中旬まで計30回のHBOを施行した。 HBOは第 2種

装置にて 2気圧60分とした。 9月20日， HB018回終

了後には全荷重歩行での痩痛は消失し，関節可動域

は改善した。 HB030回終了後の10月25日（発症後

2ヶ月 3週）のMRI所見は，ほぽ正常化した。 11月中

旬には，容痛や可動域制限は完全に消失した。大腿

骨近位の骨量も改善傾向だ、ったO

［症例 2]41歳男性。 2007年 1月下旬に発症。発症よ

り2ヶ月間他院にて保存的治療後， 2007年 3月当院初

診しHBOを開始した。 4月HBOll回終了後には自覚

症状がほぼ消失し， MRI上でも著明な改善が認められ

た。

［考察］骨頭内に浮腫と骨髄内圧上昇を呈するTOHに

対しHBOを施行し， 2例とも発症より 3ヶ月にてMRIは

正常化し，自覚症状は消失した。 HBOはTOHに対し

早期回復のための極めて有効な治療法と考えられる。
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慢性創傷とは，治療を受けながらも4週間以上治癒

しない皮膚潰療を指し先進国では総人口の 2%に

発生している。よって，総人口が 3億人の米国では

600万人存在し，日本では約250万人の創傷患者が存

在すると推測される。

下肢の慢性創傷は高齢患者や糖尿病患者，透析患

者に多く見られ，治癒は虚血や感染，糖尿病神経障害

などの合併症により困難になる。創傷治療が長引くこと

による下肢の感染や壊死は，大腿・下腿での切断につ

ながり，米国では毎年10万件を越える切断手術が行わ

れている。

下肢切断処置は，手術やリハビリの医療コストが膨

大に掛かるだけでなく，患者への精神的や経済的なダ

メージも大きい。また糖尿病患者で下肢切断を受けた

ものは25%以上の患者が寝たきりになり，肺がんにも匹

敵する 5年間で80%以上の死亡率との統計データが

ある。このような糖尿病患者の下肢切断は85%が足創

傷が原因であり，医療エビデンスに基づいた治療法で

創傷を一日でも早く治癒し，切断を未然に防ぐことが重

要である。

HBO治療が創傷治癒や骨髄炎治療に効果的という

ことは，以前から知られていたが， Fagliaet al 

(Diabetes Care 1996）など近年に医療エピデンスが確

立されたことにより，米国のMedicareも2003年から創

傷治癒にHBOが保険適用されるようになった。これに

よる米国での最新トレンドは，創傷治櫨専門のクリニッ

ク， WCC(Wound Care Center）をHBOチェンパーと

共に開設することである。 weeチェーンの一社，

Diversified Clinical Servicesの最新統計で、は， HBO

治療を併用することで 2ヶ月間の治療で85%以上の慢

性創傷が完治できている。


